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　飾り馬を製作するための技法にはいくつか種類が
ある。奉

ほうしょ

書、縮
ちりめん

緬、毛植、木彫彩色、塗
ぬりあげ

上などであ
る。塗上は、桐塑の生地に胡粉を塗り、筋肉や血管
を置き上げ技法で表現して顔料で色付けする。
　明治～昭和戦前期には、精巧で高価な毛植や、塗
上技法の飾り馬が盛んに作られたが、昭和戦後にな
ると比較的安価な奉書と縮緬技法が中心となった。
しかし、いずれの製作も熟練の高度な技術を要し、
現在では伝承者も稀有な存在となっている。
　とりわけ、奉書の飾り馬は、馬の美しい毛並み
を再現するために「奉書紙」を用いたものである。
奉書紙とは楮

こうぞ

を原料とした上質な和紙の一種で、
しわがなく純白なのが特徴である。この和紙を手
作業で細かくちぎって貼り、滑らかな毛並みを巧
みに表現している。特に、古来の手漉きによる「本

　「飾り馬」とは、元来、馬具を華麗に飾りつけ
た馬の意であり、特に大

やまとぐら

和鞍を置いて、轡
くつわ

、三
さんがい

懸
（面

おもがい

懸・胸
むながい

懸・尻
しりがい

懸）、鐙
あぶみ

、障
あお り

泥などを装着した
馬を指すことが多いが、人形業界では神馬や裸馬
の類に対しても「五月飾りの馬」の意で用いるこ

とがある。馬は武士にとって鎧兜とともに、地位
を示す乗り物の一つ。節句飾りの飾り馬が、現在
よく見られるような写実的な馬の姿となってきた
のは、五月飾りが外飾りから座敷飾りになる江戸
時代後期からと考えられている。

奉書紙」を使用した飾り馬は珍重されている。
　馬に代表されるように、十二支の動物は親しみ
があり、私たちの生活に定着している。造形物と
して人気のあるものも多く、丑（牛）、戌（犬）、
申（猿）などはさまざまなデザインや作品を目に
する機会が多い。
　なかでも午（馬）は特別に多い。昔から軍事、
運輸、農業他、あらゆる産業の中で人々と深いつ
ながりを持っているため、より多くの造形物が作
られている動物といえる。日本人にとって “馬”
は特別な存在なのかもしれない。
　一部地域を除き全国で藁で馬を作る風習がある。
藁
わらうま

馬は神仏の乗り物、依
よりしろ

代と意識され、正月や盆
の行事、七夕に飾る。養蚕、農耕、子どもや馬の
健康祈願などに作られている。
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華麗な飾り馬

馬の毛並みを見事に再現する本奉書

　端午の節句に飾る五月飾りの一種。飾

り馬を節句に飾るようになったのは、古

来、馬が大将および重臣らの乗り物であり、

また神の乗り物ともされてきたからである。

華麗な馬具で飾り立てた馬が跳ねる・駆け

る姿は縁起良く、男児の健やかな成長と立

身出世を願うのにふさわしい節句飾りとい

える。
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